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　ＪＲ東日本は、９月１日から就業規則に「休業指定」
を新たに盛り込みました。
　〝会社が意図的に業務量を減少させれば、月ごとの
シフトを組むように、一日単位で労働者を「休業」に
追い込める〟〝いつ、誰を休業させるかも、賃金額も
「会社の判断」で自由に行える〟〝休業が一時金の期間

率に影響するかどうかも明確にしない〟
　「コロナだから休業は仕方ない」という雰囲気に便
乗していますが完全に別物です。「コロナ赤字対策」
という見せかけで抜本的な雇用破壊を狙う攻撃です。
　動労千葉はこの攻撃に対して、ストライキを構えて
反撃を開始しています。

動労千葉を支援する会

「コロナ」便乗の
雇用破壊反対！

ＪＲ東日本 休業指定の特徴

①前月２５日の勤務指定時に１日単位で
無期限に「休業」と指定できる

②賃金額は「１００分の６０以上」の範
囲で会社がその都度に判断する
③「休業」実施の基準も、対象者選
定の基準も「会社の判断」
④「休業」が一時金減額の対象になる
かどうかも「会社の判断」
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◆「一時帰休」と違い労使協定はない
→就業規則だけ＝会社の都合だけで
「休業」を行わせる
◆会社が「仕事がない」といえば勝手
に「休業」を強制できる
→「仕事が減れば解雇」につながる
◆賃金の基準もあいまい
→労働条件の根幹である賃金まで　
その時の会社の都合で決める

究極の雇用柔軟化！



　「コロナ」に便乗した雇用破壊はすでに社会的な問
題になっています。
　例えば、シフト制や登録派遣で働く労働者に「補償
なき休業」が違法に強制されていることが問題になっ
ています。これまで週 5日、フルタイムに近い時間
で働いていても、「シフトを入れない」「派遣の紹介を
しない」という形で「無給の休職」が行われるのです。
　ＪＲ東の「休業」は、「ＪＲの正社員でも仕事がな
ければ休業が当然」「就業規則を変えるだけで雇用破
壊できる」という既成事実をつくろうというものです。

「解雇自由化」に向けた攻撃

　それは、この間狙われてきた雇用破壊と一体です。
　「限定正社員」や「ジョブ型雇用」は、　「指定され
た職務のプロフェッショナルとして働く」「能力に応
じた賃金をもらえる」と宣伝されています。しかし、
実際に狙われているのは、「仕事や職場がなくなれば

　動労千葉はＪＲ東日本とグループ会社の労働者で組
織する労働組合です。
　１９８７年の国鉄分割・民営化に対しては、２波の
ストライキを闘いました。現在も「国鉄１０４７名解
雇撤回」を掲げて闘っています。
　ＪＲ移行後の職場では、外注化と非正規職化に反対
し、外注化を１２年間にわたり完全に阻止しました。

　レールが次々に破断する事態には危険箇所で速度を
落とす安全運転闘争で１６０㌔のレール交換を実現さ
せました。闘いの場をグループ会社の労働条件改善に
も拡大し、闘う労働運動復権にむけて奮闘しています。

自動的に解雇」という解雇自由化です。
　実際、政府の「働き方改革」に向けた会議では、「解
雇が規制されているという誤解」「正社員改革（解体）
がもっとも重要」と議論されました。それを、「コロ
ナ危機」を利用して一気に進めようとしています。

「コロナ赤字」をおしつけるな！

　そもそも「コロナ赤字」を労働者に押し付けること
自体が許せません。そして、コロナ禍は「利益こそす
べて」という新自由主義が、いかに社会を破壊してき
たかを明らかにしました。
　生み出されたのは、凄まじい格差の拡大、労働者の
非正規職化・貧困化、医療や教育、鉄道、地方の崩壊
でした。コロナ禍という惨事に便乗して、さらにその
道を推し進めるなど許せません。
　攻撃を止める力は、職場からの声と闘う労働組合に
あります。

動労千葉（国鉄千葉動力車労働組合）とは？

ホームページはこちら→
https://doro-chiba.org/

シフト入れて
ないだけだから

「コロナだから仕方ない」こんな形で

首切りや賃下げが横行しています。

すでにシフト制の労働者などに対して

「シフトを入れない」という形での

「補償なき休業」が横行しています。

ＪＲ東日本の「休業指定」は、

こうした雇用破壊を全社会に広げる

重大な問題です。


